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lF縦面を種う0吊 下位の雄詰にはlI期のi帯 ち'乞合され

ていること,ら  H如 を下眠とする道縦面と考えられる

第4遵 描面 (図6 文 2)

田用上rTて検出した地裕面てある 東 力う四に向かっ

て績やう■1碩対しており 束 どの高低とは椅いmで ある。

提t標 高のよいトレンチの四側にビット科力i認わ,れ る

ビットはいすれt小 規模て 期 lllな並び ま離芝てきな

い 避 格而を渡う⑩口下位の社対にはV-1切 ゆ■群が

包合=れてお, V-1明 を1限とする避ほ而と考えら

,■る

章 5田 岳面 (図 6 □ 10 表 2)

D偏 上面でh‐出した避格而てある 受 から"へ 向かっ

て濃や力ヽ こ臨射 しており 束 西の高にを,ユ綺 lnて ある

標高の最も高い トレンチの束仰に不驚ルをビット群あ,H

IItしておリ ト レンタの中在tit■ 1 ■ も標高の低い

トレンチのと軸に落とし穴と,ら れる工坑 2が ある な

お ビ ット群は0口 に壇われており 新 しい時サロのもの

てある可陀任も比たてきない,ヽ 空■のと調尊から分S

泄確而に伴うものと判断した。

トレン,中 樫にあると坑1(田 10)(ま ヽ 」ヒにEい 不

踏な京祐円形を,し  ‖ の 部 の可能性もあら 検 出規

雄は長■13m 幅 00-0″n 採 `dSn 断 面形はU■

形を生していな 埋 ■は1口て 世 初は出としなかった

トレンテ西瑚にある■坑2(図 1け も一nf力(トレンチ

北聖ltかかっている =坑 の直雀ナ1lm程 度て 平 面形

こ

遷昌言E髪 坐登藪へF=ニ

エi=二

z玉 ,

口3 ト レンチ2 0層 出主遺物受コJ図(2)

ま円形または怖ⅢJ形を三すとみられる 断 面形は寵やか

な袋成て rr面 に逝茂本の痕睦 思われる小ゼットカiあ

ることから 落 とし大の可能性"ittiら れる ■ 坑内に

ま3口 の推積ナフめられる庁 避 勧 ま出ユしていない。

なお 避 結mを 穫う田7か らも時期を対たてきな迂効

力■Ⅲ=し ていをい し 力し こ れまでの調査て校Ⅲlされ

ている落とし穴状の=坑 には刺文時代後1蛇対の上奇■を

伴うものがある 一 方 確 実にあ生時代に位世■ ア,l■

るものは紹められない し たがつて こ こては中せI時 代

晩期以前に遡るせ府面と考えておく

(3)小 結

T2て ま剤文時代後期以降 現 在に至る控積とlt縦航

うi碓記できた し 力し こ こに観察てきる妊rriは不rFの

ものではないようて 以 下 述 べるように 不 =茶 を妊

rtの火語が少なくとt2カ 所に己められる

ます1つ , 0隔 と o掃 上にJ:frlするo、 o辱 の囚

係である。ここでW題 になるのは 近 現代の現ビ積てある

0-0昴 と 古 h時 代前期までの推村〔である0磁 Jに

古墳時f 中ヽサロ以降の LIwな越められないことである 近

現代に望道が販誠されたさい 古 墳時代Ⅲ川以ltrのltflt

が消Ⅲ平されている可能tlがある

2つ 0ま fm軍 と①用の関係てある 0口 の推油時如

まは0さ うとしないう1 0層 に題わtti第 5也続面にすま

落とし穴と推冊されな■坑うiあるから 則 文時代晩期以

前に週る壼公任が高い. したがって 第 5避秘面上に雄
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□9 ト レツチ2 0唇  O属

積する⑪層1よ=れ 以降の糊業と考えられる 一 方 C層

上面に形成されている第4造驚面はV-1期 を下限とす

る遣補面と考えられる。すると 031ま 少とくとも縄文

時代暁期 n」からV-1期 におよ去長期間の推積という

排主出■`●幼毒迎  (3)

ことヽこ″る。iしかし 命 に同じようにjlF績"也 まないに

しても 数 百年を経過した雄積にしては少■驚く8し ら

れる。また ト レンチの郵町にはC嘱 や⑫層がみられず

ローム層である0層 を直鞭 痛,竜 らてぃる こ うした
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口10 卜 L/ンチ 2 第 5通 湛面土坑 1

S‐1初     印 加
―

0窪 旺‖d=打 (HWAυ o)
と■力的 "く  は こう|ある エ イLHを 0あ

0忍 将こ二月 コwS■ 2)
町ヒカてもり ,■ しF,て いる H■ けて0と

ORttEと ,イHに 10■″,
■ことヨヤメ ■ 貿い転●"い  賞 ●車すHIに 0あ

状況を考慮すると V-1期 を下限とする第4遣構面形

成時に そ れ以前の生積"鞘!子されている可能性も考え

られる

ここで想定した第4遣 構面形成時におけるlt平行ちは

I」lにすぎないオ V-1期 は 妻 木嘘田道断あ後 期核

業11ビータを迎える大規模″案落形成"オ 格的に始動す

る段階であり ,1遂  そ の検詢 ●必要とならう。自辺の

発颯調養,■ ―リング宮なの成果も加えながら 谷 部近

い土地利用の変連やあり方の実証的な解明"i望まれる。

4 ト レツチ3(i3)の 議

撃木」地区とま木新山地区宮結Ⅲ鞍部に而した要木山

価確船面に設けた トレンチである (以下 T3).等 高

線にほぼ直交するように3X如 コの調査建囲を設定し

薇査の過程で西恒を一部拡張した。綱曇地は斎からHLヘ

碩揮するイ ト レンチ中央付近て標斜は経まう 平 担な

地,2な る。現地表面の高北高低差は22nで ある。

(1)ト レンチ内の雄ま (図11)

調査範囲には綺也 n種 産の表ユなlt8し ている。実上

下にある②日 (島網色土 IueloY単 ″)は  T2 ②

層との対応関係"ら 近現代の雄薇とft嗣される v-1

～ 3期 のと様 (図12-1～ 5)純 文時代後朗Ⅲ葉の線

術文土器 (図12-10)時 期不明のユ製品 (図12-11)

や=窪 (図12-12)"i出 上した。

①軍 (黒網こ± ■ue5Ym″ 1)Fiト レンチ内の所″

にあるない権稔で ③ 日上面にある第 1遺解面を覆って

いる。V-2 3獅 の上経 (口12-13～15)"i出ユして

いるが T2 0唇 と対応する可能性が高く 古 墳lI代

前鯛を下限とする増 章と考えられる。この他に縄文時代

後期中姿の線杵支ユ経の胴部片 (図12-16 17)力 i出主

した    F

上面に第 1世 稲面が形成 されなOS(暗 網宮土

Huol∞ 尊ね)が うは v-1期 ″VIしはV-2期 の■

韓が出=し ておけ ■ 2 ⑩ 日に対応すると考えられる

―

豹

―
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まと 芝子江口江く ,`】 Ⅲ

てい神ど二噂(H d91■2,
を,″ 用"く な ら,い  者 i″ 空をすい

醜 0■刀(口wlい ■1,4)
を子ABあ く ■ ■|まっている jtH 主 “噂 をすふ

∞ `0 (HJ抑 ■M)
ET"頌 江( ~確 ゎ る 部  町 tけど査ι

C田 こ■●“」6りIP17,
E7ち 口"( 団 (しすってtあ

0碑 =再 Ⅲjどlαコわ
せi"tE"く  コ Kしまっている

場|
図11

0言 (黒色± ■v絡 RヽI″ 1)は タロ■クの雄積て

③日わよび第2道縛面を厚 くほっている 遣 物は西■ し

ていないム T2 0日 に対応すると考えられる な お

トレンチ 3    ′

,

■3には■2 0gに 相当するlt■lがなく の 専は T

2 ① 層に対応するとみられる③母に遠われている。

③啓 l18色土 HuWn■ サoは ■2 0目 に対応す
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口Ⅲ2 ト レツチ 3

るロームの生験である。

(2)通 構について

2面の邸 面を齢舷した。

第1遺権面 (回11 図 lS ま 3)

④層上面で検出した田書面である。現地麦面向様に蔵

▽ マ ヵ 些ヲ 饉深

避 哲
み

迎ヽ 封

ヂ

2 5

欝

② 4属 出土埴約実副口

から化に向けて蘇や力に傾郊しており 南 北の高抵窪は

lsコである と声衛にはの日に覆われていなが C層 を

次く所では0予 に寝われるSttヽ あつた。ビット"協 見

`れ  ト レンチの中程には平而形"韓 手状を皇す旭格

(以下 鳩 子1姓 格と仮称する)ト レンチ北靖に前状の
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田10 ト レツチ3 索 1遺権面格子状遣歯

遣織力`記められる

トレン,中 央に位撞する韓子状遭揺 (□191よ  駒 あ

n程 のまい濡オ縦 検 に組み合わさって (以下 長 軸方

向にある溝を経方向の稚 W4t方 向の濡を横方向の浅と

すな)務 子状の平面形を構成する性格不明の道稚であ

る。通緒の長舶方向に 尊 高線に対し斜行しておリ ー

見 格 子tFの木製品ないし木製の需活物が包旬日中で病

査した衣球のようにもみえる。経方向の購は荷西から北

東方向に直線的に延びる。長とは4～ 42口 である 05

-∝ ■の回隔をあけて 2本 の溝が併行する。横方向の

溝は長営o5～●6口で 縦 方向の漉と直変する 績 方向

の離嚇 縦方向の稚″本を結おことて 四 方を法に囲

まれた正方形の空間tt形成されている。

造構の長軸中央と 長 軸に直交する方向に■層観察用

の時を設定し 恋 れ内lE=の 編り下げを進めた 堅 はや

や外に開くが 立 ち上が,は直線的である。また 広 面

には所々に緩い起伏ガみられる力【 駈 な平担である。

購子状の平面形 を純成す る法内には思塩色土

(Hue10M 2/2)力雑 橘していたが =属 断面には満に

対して垂直11立ち上がる水貿の硬断等を確辺すること,ま

できなかった。茂面にも抗や板雪炭の木質の存在を示す

渡跡は譲められない

理と中から ユ 綜小片と鉄3F l片(図16-2)か r出■

しためヽ ■器片に時期を特定できなものはない

なお 第 1滝縦面の時期については 道 補面を騒う〇

幅"1■2 ③ 居伽 係にある可能性"塙 , こヽとから

古験時代前期を下にとをえるのあ鞍 」であらう。

第2遺揺面 (図11 表 3)

西偏に拡張したトレンチ高半およびトレンチ中央部の

西産に沿って'ン トレンチを設定し Ogを 規,下げた

その結果 C困 上面切 規寝をビントの存在を確越した。

部分的″統出て J細 資はlll体としないな t4E面 を種

うC層 ″ 縄 文時代後親中策の様帯支=器 を合↓T2

0層 11対応することから ■ 1の窮2建統面に相当する

と考えられな。■3 0～ C層 中から緑帝文土器の小片

がは■していることも 第 2遣稀面の時期について示崚

的である

0 ト レツチ4(14)の ヨ査

章末山地区と撃木新山地区を結=鞍 蔀おら東ヘモげる

谷t面 した 要 木山抑の緩針面に設1)たトレンチである

(以下 T4)等 高線には交するように3mヽ 10■の調

査範囲を般定した。諄在地1ま南西から北京に向かって緩

やかに碩第しており 現 地豪面におけるトレンチ南西輔

と北束戦の高に喜ほ綺Jsnで ある

(1)ト レンチ内の盛  (図10

税査使函には綺oうn程 の表ユ冴雄積している。表土を

副ぐと ト レンチ中央からやや北東nに ②甲 侵 褐色

■ Huc10YRシ 1)力【議く雄積している。①唇下に③S

(暗褐こ土 H!● loFR4 3)″ 控薇するが ト レンタJし

東よりで10日 上を直接麦とがほっている な わ ② 日

0日 には抵醐う少 丘包含されていたメ 時 期の特定でき

るむ助ほ出としていない。
一方 ト レンチ斎西担では実上直Tに ③日 (暗網こ

■ IIt e丙■■,ゆ "0簡章している。さらに ③ 口下に

0日 (稿色ユラ
hPあ □は●)0言 (褐色i llun SIP4 el

tt 北 束か,商西に力“ナて頼第する③悟 付|=い 責獲色

■ Hue101R 41を 覆っており 0日 は同しく"ヒ東"

ら積西にかけて傾朝する③層(明赤掲色=Hに あmシ o

上に雄積している。① ①磨は,― ム履または,― ムの

―

殉

―
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li lFHL卜И Hi  Vt■ !
,F ,テ Ⅲ細"( 十 ■L= て いわ

ⅢⅢ■Nt卜 町Hi f占■Fl il
ヽ十■13■く Ⅲ Ⅲ'い

li tⅢ ヽ0 打  |li t■
A rⅢ13■( ■ ャ!え →てヽな ● =JI"",

__ ヽ ■
■ l  l tもLに,Ⅲm a j、ぃ ■

、r"輛 `て  、 ■ !ま っヽヽ■

Ⅲ LtF対しに'Ⅲ u●ちヽ R331
“ヤ“莉 ″( 十 Ⅲ !ま っていろ !ヽ いヽ'[
うヤ( ,41"|は ヽど

,肖 ヒ 町  “●「ヽ Fr■‖
“ヤイ“■〔 ■ ■しまってfる  ● 1-ど 、■】り
■Ⅲどに「“ど

,日 ヒ 町  (「 ヽ■■|
付 F“Ⅲ(■( ,(し F fⅢ ● 1(!― in加 い

■1を iし

ヽ■lt｀ ⅢⅢ■ |“"●1“ヽ ■'Ⅲ
Ⅲ I"(縦'( L= て いる 工 1しヽ ■i十 ■!

1コⅢ N t卜 肘 〔せ占i r、ぉ|

付 F "紅 ' (  4■ t iっ ていな

n    S  I 】的   ! 1 ■
―

2メ1り■‖村 F F O■ ヒ火Ⅲ灰‖と考えられる

とこちて トレン,の1ヒ"Ⅷて■=上およいう,"下

にOW ト レン'r trⅢⅢてはこぃう(‖ごてまた力i rn

コリに〕Fイの卜に判ft」tiることカモ千=なわつた そこ

て ■ の 川r i り ちヵャこ| 、 (  ト レ″, 1 と, 【に■っ

て'ウ トレン,を 世たした しおし ■ ,(1,出 [■

HutI VE4!う によって OMと ,Wり i ltH分ちfⅢⅢ

Ⅲとてヽ ウ ■ の州杯をサじ ることにて吉本うった たた

し OMま ローよ=た まロームの2次■■と,え ら″I■

のモ OM=,も 下“り■‖【ある■Aヤトちf市Ⅲ Ⅲお

■,は じ 町と0,お ■0ヤSWを 塙りtrたてヽゆ 所 定

まてきないうi 世机の■■である■忙“わiある

以上 ■ 4の1'ff t臣慢した″ 1コ に よ を トレン

テ1資の将,の rlに出作を ■うるに,と してまた■2 ●

情 四 Mに打にする■■,11け`賊で T2 ● 町にいた

ってはその作■お:'(“ i′t=な い ざらに 3ヽ ●W

からⅢ■したせ"よ  いすれとい|り"4fたす四雑なもの

ばおりである し た方`って こ こでは ■ 4や =LIⅢ煎

はす■ltfrの■下円杯与を切4し ながら ■ 1-■ 3と

の■はについて大"よ うと,Iし を"(■ことと|る

ます [】Wまし‖ ■ ■●コ以力■T2 CWと 対け

四係にあるたらう よ にOMtt刊 打‖力■こホネを‖び

ている'f Lll,■ 似することからヽ-1-3川 のヽ t常

〔Ltt T 2[Ⅲ ヤと対応JF↓|ちなすた1:,fある こ の

ように考えると ■ 1て =■ 2 C)M■ HJす るIⅢ班り

Htfrヵて々 語することになな こ の引1取のスイカi ムち"

なコヤによるものなの■ に 4の 抗′Ⅲ本の■ iた  本

」| ■打亦本允せなりわ LIJコ 科すをして 刊 ‖しわ

イユち

しかし riI“11■‖41J‖すせルのti卍 刊サのため1,|さ

■ これ対夕した航空●■tみ ると Jい  刊 ■Jとり切辺は

花本とⅢ]地が■=れており 41地 とにのレWを ■ 1てい

ても不!Fて はなヤト

●■ ,W以 下●『―■W十 火ⅢA吊 についてⅢ ■

4の前tuに忙 |■るオ木ⅢIに (■木叱Ⅲ世ll小1ス 允

通W在 Ⅲ【社定した■すトレン,に  よ く似たltfrォせ

`,れ る こ の'ウ トレン,て は火Ⅲkの ,lt i行って

おり 3打 Ⅲ下の11村について ま 次 Tに 以‖ そ の成

Ⅲをtと に'社 fr t rrぃたぃ

(2)遅 橋について
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